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東京都江東区豊洲3丁目1-1　 豊洲IH Iビル

h ttps://w w w .ih i .co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

株式会社 IH I

　 経営層・ 基幹職を 対象と し たD E& I 教育プログラムの展開、eラ ーニングや出張教室、体感イ

ベント を 実施しています。特に出張教室は「 D E＆I 白熱教室」と 銘打って開催し 、参加者から は

「 D E＆I 推進の理由を 考える良い機会になっ た」など高評価を 得ています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 D E＆I に関する社内サイト を 開設し 、イベント 紹介や取組、D E＆I 推進に関する社内窓口を 紹

介しています。こ れにより 、本人や周囲が相談し やすい環境になっています。また、地元のボラン

ティ ア活動に参加すること で地域住民と の交流を 促進し 、地域貢献を 実現しています。

適切な配慮を行う

　 多様なバッ ク グラウンド を 持つ従業員が働き やすいよう 環境を 整備しています。例えば、医

療資格を 有するサポート スタ ッ フ が障がいのある従業員の成長と 活躍のサポート を 行っ たり 、

聴覚に障がいのある従業員のための情報保障機器の紹介や貸し 出し を 行っ たり しています。

① DE＆Iの組織風土の醸成、職場づく り

　 2024年を D E& I 元年と 位置付け、D E& I の理解・ 浸透を はかる研修やイベント

の開催、情報発信を 行っています。D E& I 推進の必要性や職場づく り のヒ ント を

学ぶ出張教室の開催や、経営層・ 基幹職を 対象と し たD E& I 教育プログラムの展

開、また、毎年12月を D E＆I 推進月間と し 、D E& I に関する社長メッ セージの発信

や役員向け研修、講演会・ セミ ナーなどを 実施しています。

② 地域社会と の共生

　 アート パラ 深川おし ゃべり な芸術祭へのボランティ ア参加を 行っています。こ

れは2020年から 開催さ れており 、障がいのある方々のアート 作品を 深川の街全

体に展開し 、街全体を 美術館にし よう と 地元住民が主体で運営さ れ、弊社は

2021  年から 協賛しています。具体的には展示会場での絵画の設置、受付、案内、

額縁の補修、撤去など多岐にわたるボランティ アに参加しています。

③ 一人ひとり の活躍支援

　 外国籍従業員を 対象に入社前の日本語研修、入社後は受け入れ先上司を 含め

た異文化研修や礼拝室の設置。仕事と 育児・ 介護・ 病気治療などを 両立するため

の制度整備と セミ ナーの開催。また、障がい者の成長と 活躍支援のため医療資

格を 有するスタ ッ フ を 採用。LGBTQ + 支援活動ではPRI D E指標の最高評価を 7

年連続の受賞など様々な従業員が働きやすいよう 環境を 整備しています。

　 D E＆I の理解・ 浸透を 図る研修やイベント の開催、情報

発信など 、様々な 取り 組みにより 様々な従業員が活躍で

きる職場環境整備に取り 組んでいます。地域のイベント へ

のボラ ンティ ア 参加にも 取り 組んでおり 、地域共生に向

けた取組のさ ら なる発展を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

DE& Iを重視し た組織風土の醸成のため、D E& I 出張教室の開催や体感イベント を通

じ て、従業員一人一人の「 D E& I の自分事化」に取り 組んでいます。また、様々な従業

員の活躍を支援する職場環境整備に取り 組むとと もに、地域貢献活動にも 積極的に

参加しています。

アート パラ 深川ボラ ンティ ア活動への参加

DE＆I白熱教室の様子

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.ihi.co.jp


東京都港区台場二丁目3番1号　

ト レ ード ピアお台場10F

h ttps://w w w .aeon en tertainm en t.jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

イ オンエンタ ーテイ メ ント 株式会社

　 障がい者、LGBTQ 、人権等、毎年テーマを 変えた研修や階層別セミ ナー、eラ ーニング、サー

ビ ス介助士等の資格取得推奨を 通じ てD E& I についての理解を 深めています。また、社内報で

の発信やLGBTQイベント への参加等、社内外のリ ソ ースを 活用して啓発活動を 行っています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 特別支援学校や作業所からの職業体験受け入れや医療的ケア児等の上映会を実施し 、様々な方と

接する機会を設けています。また全国で100名を超えるサービス介助士の有資格スタッフが、学んだ

知識を接客に活かし 、全てのお客さまがバリアを感じることなく 楽しめる空間作りを心掛けています。

適切な配慮を行う

　 現場の障がい者スタ ッ フ には入社時より メ ンタ ート レ ーナーをつけ、精神面を 含めたサポー

ト を 行い、各人のペースで独り 立ちできるまで見守り ます。施設面では、全館のバリ アフリ ー化

を 完了。また作品により バリ アフリ ー上映を 実施しています。

① 障がい者チームを編成し、選出されたリーダーの元で将来の自走を目指す

　 障がい者スタッフリ ーダーが各部署からの依頼作業をメンバーのスキルや特性に

応じ て業務を割り 振る他、依頼者と の間に入り サポート 。スモールステップで成長で

きるよう 後押しし 、将来的に部署に配属さ れることを目指します。また、完全在宅と す

ること で車いす利用者やオフィ スでの勤務が難し い人も 物理的なディ スアド バン

テージを感じること なく 他の本社勤務の従業員と 同様に就業が可能と なっています。

② 職業体験・上映会の受け入れや、公的機関、NPOと連携した福祉イベント の開催

　 特別支援学校等から の職業体験を 随時受け入れており 、スタッ フ は将来共に

働く 仲間の視点で自身の職場に彼ら の障壁と なる要因が存在していないかを 改

めて意識しています。また、地域の特別支援学校の生徒さ んを 招待し たイベント

や、公的機関・ N POと 連携し た医療的ケア児等の団体上映会を 行い、障がいや病

気の程度に関わらず誰も が映画館を 楽し めるよう 、各所と 試みを 行っています。

③ 多様な個性をもつ人を認め合い尊重する、DE& Iの考え方を推進する活動

　 子育て中、障がい者、時間短縮勤務中など多様なメ ンバーで構成さ れたダイバー

シティ 推進チームや、女性社員座談会、若年層交流会など様々なカテゴリ ーで社員

間のつながり の場を設け、相互理解を 促進さ せています。また、社員の家族を 招待

し た本社での職場見学会では、お子さ んや家族が仕事を理解するとと もに、従業員

同士が共に働く 仲間のバッ クグラウンド を知り 、尊重する気持ちを育んでいます。

　 様々なイベント で 、当事者やその家族と 接する 機会か

ら 学んだ知識を 接客に活かすと と も に、バリ アを 感じ るこ

と なく 楽し める空間作り に取り 組んでいます。施設利用者

が安全に過ご せる 環境整備や共生社会実現に向けた理

解促進の取組が発展すること を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

当社では、エンタ ーテイメ ント を 通じ て人々の生活に喜びと 感動を 届ける為、全ての

お客さ ま、従業員がワクワクできる環境を創造していきます。居住地不問の本社在宅

勤務採用で障がい者雇用の可能性を広げるなど、既存概念にとら われず「 こう し たら

できる」をモット ーにDE& Iを推進しています。

障がい者リ ーダーに
よる障がい者スタッ フ

との夕礼の模様

職場参観日で、自作の名刺を社員と 交換する体験の模様

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.aeonentertainment.jp


東京都港区芝浦3-4-1 

グランパークタワー 15階

h ttps://w w w .n tt-tx.co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

Ｎ Ｔ Ｔ テク ノ ク ロス株式会社

　「 心のバリ アフリ ー」研修は、障がいの理解のための説明に加え、当事者の体験談や障がいの

疑似体験を 行い、最後に行動宣言を 行います。「 困っている人を 見かけたら 、気負わず声を かけ

ます」と いっ た声も あがり 、参加し た社員の意識が高まり 、支援の輪がひろがっています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 障がいのある当事者同士をつなぐ コミ ュ ニティ や、障がいのある社員と 周囲の社員が集まり

共に働きやすい職場を 考えるコミ ュ ニティ があり ます。また、社内には育児・ 介護・ LGBTQ＋の

ALLYなど様々なコミ ュ ニティ があり 、活発な情報交換や意見交換をしています。

適切な配慮を行う

　 社内の会議や説明会では、聴覚障がいのある社員が参加する 際に、W eb 会議ツールの文字

起こし 機能を 活用しています。変換ミ スや誤字が生じ ること も あるため、周囲の社員がチャット

で情報を 補正し 、聴覚障がいのある社員が内容を 把握し やすく なるよう サポート しています。

① 障がい理解と 働きやすい職場づく り の取組

　 障がいへの理解を 深め、すべての社員が共に働く ための意識醸成を 目的と し

た「 心のバリ アフリ ー研修」を 開催し 、2 02 7 年までに全社員の受講を目指してい

ます。また、障がいのある 社員同士で、悩みの共有や情報交換ができるコ ミ ュ ニ

ティ の開設、1 2月の「 障害者週間」には当事者の社員同士が交流する「 チャ レン

ジド サミ ット 」を 開催し 、社員同士のつながり を 深めています。

② 聴覚障がい者と 共に働く ためのマニュアル「 ツナガル・ ブッ ク®」

　 働きやすい職場づく り を目指し 、聴覚障がいのある社員が中心と なり「 ツナガ

ル・ ブッ ク ®」と「 ツナガル・ シート 」を 作成し まし た。こ れは、聴覚障がい者と の相

互理解を 図るため、仕事上のノ ウハウに加え、当事者が抱える心理状況も 解説し

たマニュアルです。社外の聴覚障がい者にも 監修していただきまし た。また、聴覚

障がい者が社会で安心して働ける一助と なること を 願い一般公開しています。

③ エンジニアが挑む、プログラミ ング教育のバリアフリ ー

　 当社の技術者育成組織「 ソフト 道場」を 支援する各組織のプ ロフ ェ ッ ショ ナル

エンジニア が中心と なり 、社会貢献と し て、学校向けのプ ロ グラ ミ ング 教育や

キャリ ア教育を 行っています。こ の経験を 活かし 、社員発案により 、2 0 2 3 年から

は聴覚障がいのある学生向けのスマホアプリ 開発教育を 開始し 、2024年には生

成AIを 活用し たアプリ 開発体験と 職場見学を 実施しています。

　 社員を対象とし た研修のほか、障害のある社員が中心と

なってコミ ュニケーショ ンマニュアルを作成・ 公開するなど

多様な人材が活躍できる環境づく り を積極的に取り 組んで

います。小学校や高校、聴覚障害のある学生向けのプログ

ラミ ング教育など 、自社の強みを 活かし た社会貢献にも

取り 組んでおり 、さ ら なる展開に期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

当社ではD & Iを重要な経営戦略と 位置づけ、多様な人材がそれぞれの個性や能力を

発揮し 、活躍できる環境づく り を 行っています。全社を 挙げて障がいの理解と コミ ュ

ニケーショ ンを 促進し 、社外向けにはエンジニアによる学生I T教育の実施など社会

貢献にも 取り 組んでいます。

エンジニアによるプログラ ミ ング教育

聴覚障がい者と の相互理解を図る「 ツナガル・ ブッ ク ®」

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.ntt-tx.co.jp


東京都港区芝浦1-12-3 

Daiwa芝浦ビル5階

h ttps://g reen stam p .co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

グリ ーンスタ ンプ株式会社

　 社内で告知物をバリアフリ ー化し た店舗をモデルに説明会の実施や、社内報などを使い可読性を

上げるアド バイスや配色例など社員に紹介のほか、視覚障害体験眼鏡を導入し 高齢者や視覚障害

者の見え方を疑似体験する勉強会の実施をするなど、心のバリアフリ ーの理解を醸成しています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 令和6年から 大学生向けにワークショ ッ プ「 優し い街案内の告知物の制作」を開催しています。

学生の皆さ んが街を 案内する際に生じ た課題について、心のバリ アフリ ーの理念を 元にお互い

アイデアや議論を重ね、街を 訪れたあら ゆる方がもっと 笑顔になれる告知物に反映しています。

適切な配慮を行う

　 社内では障害のある社員に対し 隔週で業務について話し 合いを 持つなどコ ミ ュ ニケーショ

ンをと り 、サポート をしています。社外では他団体様と 学生と 協力して色弱の方向けに配色し た

地図や、聴覚に障害のある方向けのコミ ュニケーショ ンボード などを 作成・ 導入し まし た。

① 「 告知物のバリアフリ ー」の取組

　 江戸川区や足立区を はじ め、都内外の高齢者が多い地域のスーパーを 中心

に、店内告知物を 高齢者の見え方に配慮し た（ 見やすい・ 読みやすい）カラ ー・ レ

イアウト デザインにする「 告知物のバリ アフリ ー」を 展開しています。店舗でバリ

アフリ ー化をし たポスタ ーに変更し た際は、社員と 一緒にお店の方にも 見てもら

い変化を 理解をしていただく と 同時に、心のバリ アフリ ーも 説明しています。

② 「 告知物のバリアフリ ー」を通し 心のバリアフリ ーの意識向上

　 店舗訪問や各地の支社から チャット ツールを利用して店舗の告知物の情報を

収集、専門部署でバリ アフリ ー処理をして実例化すること で教育と 啓発をしていま

す。結果社員がお客様にバリアフリ ー資材を提案し 採用さ れるなど行動も 伴う よ

う になり まし た。また店舗側も 意図を汲み取っていただき、自主的に店舗什器の安

全な配置をするなど社内外の心のバリアフリ ーの意識向上に効果があり まし た。

③ 他の好事例企業・ 団体と 心のバリアフリ ーの理念に基づいた連携

　 平成30年度の好事例企業・ 団体である自由が丘商店街振興組合様・ 街を 案内

する 大学生の皆さ んと 心のバリ アフリ ーセミ ナーをきっ かけにお互いの取組に

ついて交流。共にミ ーティ ングや現地視察を 重ねて、自由が丘の街案内用の地図

を 高齢者や色弱の方にも 見やすいバリ アフリ ーデザインに変更・ 制作をし まし た

（ 令和5年）。現在も 街を 訪れた方に分かり やすい告知物を 制作しています。

　 社内報による 事例等の紹介や疑似体験する 勉強会の

実施を するなど、心のバリ アフリ ーの意識向上に向け積

極的に取り 組んでいます。他の好事例団体や大学生と の

交流の取組が、発展すること を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

「 高齢者や障害者を 置き去り にし ない、誰も が平等に情報を 共有できる環境作り 」を

信条に、見やすく 伝わるバリ アフリ ー告知物に取り 組んでいます。また他の好事例団

体様と 心のバリ アフリ ー企業同士のコラボレーショ ンを実現。学生も 参加し 、一緒に

告知物を制作して展開しています。

ワーク ショ ッ プ開催

好事例団体と の取組

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://greenstamp.co.jp


東京都多摩市関戸１ 丁目９ 番地１

h ttps://w w w .keio .co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

京王電鉄株式会社

　「 自分らし さ を  幸せな暮らし の実現へ」をスロ ーガンに、「 京王グループ D E& I 宣言」を 制定。

役員を 対象にし た講演会や、組織風土醸成の担い手であるマネジメ ント 層への研修、全社員に

向けたD E& I 通信や社内SN Sの発信、体験イベント を 通じ て他者理解の促進につなげています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 当社の様々な事業所において、特例子会社の障害のある社員が清掃や宿泊施設のシーツ交換

等を日常的に行っています。その業務を当社社員が一緒に体験するイベント や、パラスポーツ交

流、障害者アート の展示会などを開催すること で、コミ ュニケーショ ンの活性化を 図っています。

適切な配慮を行う

　 鉄道係員が、習得し た接遇スキルを 活かし て列車の乗降のお手伝い等をし ている ほか、ス

マート フォン向け障害者手帳アプリ「 ミ ライロ I D 」を 導入し 、呈示による乗車券割引制度の適用

や駅改札窓口での案内のスムーズ化など、利便性向上への配慮にも 取り 組んでいます。

① D E& Iを体感するイベント の開催

　 D E& I の浸透を 図るため、イベント「 一人称で理解する 、あなたが知ら ない『 他

者』のこと 」を 開催し まし た。参加者約１ ０ ０ 名が、V Rゴーグルで認知症の方が

見ている幻視等を 体験し たり 、腹部にVR装置を 付け月経時の痛みを 体験し たほ

か、当社の特例子会社社員と 実際の業務である寝室の枕カ バー交換を 競争する

など、一人ひとり の「 ちがい」を 体感し ながら 他者への理解を 深めまし た。

② 障害のある子を養育する従業員への支援

　 障害のある子ども を 養育する従業員から の声をきっ かけに、育児・ 発達などを

専門家にいつでも 相談できる当社社員専用窓口の設置や、療育施設への送迎等

に一部積立年次有給休暇の行使を 可能にする支援などを 実施しています。制度

導入に合わせ、発達障害などの多様な子ども の子育てに関する全社的な理解促

進に向け、eラ ーニング教材の配信や専門家による講演会も 開催し まし た。

③ ユニバーサルなサービスの提供を目指して

　 鉄道施設のバリ アフリ ー化の推進だけではなく 、障害者や高齢者への対応や

サポート 方法を習得する「 ユニバーサルマナー検定（ 鉄道）」資格を 駅係員と 乗務

員全員が取得しているほか、公益財団法人日本盲導犬協会の方を 講師に、実際

の駅や車両を 使用して視覚障害者への接遇スキル向上のための講習会を 定期的

に実施するなど、全てのお客様が安心してご 利用いただく 取組を 進めています。

　 D E＆I に関する体験イベント や研修、社内SN Sの発信、

障害児の養育支援制度など、多様なバッ ク グラ ウンド を

持つ方が活躍できる環境整備に積極的に取り 組んでいま

す。障害のある 方に対する理解を 深める 地域への取組も

行っており 、さ ら なる取組の発展を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

当社では、障害など多種多様なバッ クグラウンド を持つ方が活躍できる環境づく り を

目指し 、D E& I に関する体験イベント や研修を 積極的に行っています。また、すべての

お客様に安心・ 快適にご 利用いただけるよう 鉄道係員への「 ユニバーサルマナー検

定」資格取得を推進しています。

DE& I体験イ ベント の様子（ 月経痛体験）

障害のある社員が制作し たアート 作品の展示

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.keio.co.jp


東京都立川市錦町1-4-4 サニービル2階

h ttps://csp lace.co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

株式会社シーズプレ イ ス

　 性的マイノ リ ティ やジェ ンダーなど、D E I に関する 様々なテーマで、「 レインボーコ ラム」を 発

信し 、従業員のD EI への関心や理解を 深める働きをしています。コ ラムの中で、会社で企画運営

をしているD EIをテーマにし た講座の案内も あり 、希望者は受講すること ができます。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 社内コ ミ ュ ニケーショ ンツ ールを 活用し 、他事業間でのコ ミ ュ ニケーショ ンが取り やすい環

境設定を 行いまし た。他事業の従業員と も 気軽に意見交換ができるよう になり 、個々の考えや

思いに触れること で幅広い視点を 持って事業に取り 組むこと ができます。

適切な配慮を行う

　 個々の大切なライフ スタ イルが働く こと へのバリ アと なら ないよう な職場環境の整備を 行っ

ています。( 例： ラ イフ スタ イルに合わせた出勤・ 退勤時間の設定、柔軟な職務内容の変更や部

署異動の対応、ホルモン治療への補助、育児時間の設定など)

① 社内のDEIを推進するための取組

　 D EI を 会社全体で推進しており 、誰も が個性と 能力を 活かし 、互いに尊重でき

るよう な社内の環境づく り を目指しています。社内では、D EI ガバナンスコ ード を

制定し 、ダイバーシティ 実現のための行動指針を 従業員へ示しています。また、男

女平等参画チームから 全従業員へ向け「 レインボーコ ラム」を 定期的に発信し 、

D EI についての関心や理解を 高める働きを 行っています。

② 従業員一人ひとり がW el l -b ei n gであるために

　 時短社員採用や障がいや体調に合わせた職務内容変更、育児時間の設定など

本人の意向に合わせて柔軟な対応を 行っています。心理的安全性のある職場づ

く り の取組と して、サンクスカ ード など社員同士のコミ ュニケーショ ンツール、外

国籍の従業員のための翻訳機、ホルモン治療への補助や性別に関係ないパート

ナーシッ プへの支援を 導入をしています。

③ 「 幸せに育ち・ 働く 」をデザインし 、暮らし に新し い価値を生みだす

　 相談窓口の設置、男女平等参画に関する 情報誌の発行やダイバーシティ に関

する学習機会の提供、手作り パネルや資料の地域の学校や施設への貸し 出し も

行っています。月に1 回「 ふら っ と し ゃ べり 場」を 開催し 、ジェ ンダーや生き 方を

テーマに地域の人と 交流できる場を 提供し たり 、I K EA 立川と 協業してサステナ

ビリ ティ イベント を 定期的に開催し 、地域の方々への啓発事業を 行っています。

　 会社全体でD EI についての関心や理解を 高め、誰も が

個性と 能力を 活かし 、互いに尊重できるよう な 社内の環

境づく り に取り 組んでいます。地域の方々への様々な啓発

事業にも 継続的に取り 組んでおり 、さ ら なる 取組の発展

を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

暮らす地域で「 幸せに『 育ち・ 働く 』をデザインし 、暮らし に新し い価値を生み出す」を

理念とし 、「 創業・ 就業、子育て、ダイバーシティ 推進、地域活性」の4本柱の事業で、だ

れも がその人らしく 活躍できる多様性のある社会づく り を目指し た施設の管理・ 企

画・ 運営を行っています。

DEIに関する

手づく り パネル
掲示の様子

サステナビリ ティ・

イ ベント の様子

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://csplace.co.jp


大阪府大阪市北区大淀中1-1-88　

梅田スカイビル タワーイースト

h ttps://w w w .sek isu ih ou se.co .jp

企業情報

積水ハウス株式会社

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

　 障がい理解に関する 研修や、障がいのある従業員と 上司・ 同僚と の交流会、また障がいの疑

似体験を 含む実習などを 通じ 、社会モデル視点でのバリ ア理解を 、継続的に促進しています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 ダイバーシティ 交流会やヒ ュ ーマンリ レ ーショ ン研修では様々な立場にある従業員間のディ

スカッ ショ ンを 通じ 、多面的なコミ ュ ニケーショ ンを 実施しています。U D サービスハンド ブッ ク

のワーキンググループや、交流会事務局には、障がいのある従業員が積極的に参画しています。

適切な配慮を行う

　 社内では、上司と 当事者間で共有する「 配慮事項共有シート 」や各種ツールを 活用して職場環

境を 改善しています。お客様には、ハンド ブッ クと 実習を 通じ て心のこもっ たサービスを 提供し 、

ウェ ブアクセシビリ ティ 方針を 策定してウェ ブサイト のアクセシビリ ティ 向上に努めています。

① 障がいのある従業員と その上司を含む全従業員を対象とし た

     ダイバーシティ 交流会の実施
　「 D E＆I の理解を 促進する」「 所属部署を 超えたネット ワーク を 構築すると と も

に、相互に発信・ 相談できる関係づく り を 促進する」「 積水ハウスグループ 全体の

職場環境を 図る」こと を目的と し 、2015年から 毎年開催をしています。2024年は

東京と 大阪の2拠点で開催し 、前年を 上回る2 6 5 名が参加し まし た。得ら れた学

びや気づきに対する好意的な意見が多く 満足度の高い交流会と なり まし た。

② グループ会社を含む全従業員を対象としたヒューマンリレーショ ン研修を実施

　 毎年全従業員必須参加と して、人権課題の啓発や従業員が働きやすい職場環

境の醸成を目的と して実施しています。研修は自ら の人権感覚を 高めつつ、日常

業務と 連動し た自ら の問題と して考える場と するため、対話を 重視しており 、

2023年は「 障がいのあるひと も ないひと も 共に生きる社会」をメ インテーマと し

て取り 上げ、お客様対応や従業員の職場環境に関する理解を 深めまし た。

③ 多様なお客様に配慮し た商品と サービスの提供

　 1980年代から「 生涯住宅思想」に基づき 、時と と も に変化する人の身体特性な

どを 考慮し た安全性と 、高齢者や障がい者等誰にでも 使いやすい住まいづく り を

一貫して追求してきまし た。2 0 2 3年には配慮を 必要と さ れるお客様への接客対

応をより 良く すべく「 積水ハウスU D サービスハンド ブッ ク 」を 作成し 、各種研修を

実施し 、全国全ての住宅展示場で障がいの擬似体験を 含む実習を 行っています。

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

　 グループ 会社を 含む全従業員を 対象と し た研修や障害

のある従業員と 上司・ 同僚と の交流会など、積極的に働き

やすい職場間の環境整備に取り 組んでいます。社内での取

組や誰にでも 使いやすい住まいづく り を 通じ て得ら れた

知見をもと に地域貢献に向けた取組の発展を期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

ダイバーシティ 推進を 重要な経営課題と 位置づけ、従業員一人ひとり が持つ多様な

視点や価値観を 尊重し 、働きやすい環境を 整備すること で障がいのある従業員をは

じ めと する多様な「 人財」が最大限のパフォ ーマンスを発揮できるよう 努めています。

U Dサービス実習の様子

ダイ バーシティ 交流会の様子

https://www.sekisuihouse.co.jp


東京都港区六本木3-2-1 

六本木グランド タワー31F

h ttps://w w w .d ip-net.co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

ディ ッ プ株式会社

　 社内SN S「 TU N AG」にて障がいの社会モデル、個人モデルについて配信。直近では2024年12

月3日に投稿し た第4回「 d ip _ DEI通信」にて①物理的なバリ ア②制度的なバリ ア③文化・ 情報面

でのバリア④意識上のバリ アについてお伝えし 、投稿の最後にアンケート を実施しています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 聴覚障がいの方に対し 、M TGは文字起こし 機能を 利用しています。月に一度の上司と の面談

ではチャッ ト 機能を 用いた対話を 行っています。また、年に一度の社員総会では手話通訳者に

来ていただき、専用の席を用意してリ アルタ イムで情報が理解できるよう にしています。

適切な配慮を行う

　 全社の障がい者の方々に向け、月に一度障がい者担当と の面談時間を 設け日頃困っている

こと をヒ アリ ングし たり 、上司に伝えづら いこと を 代弁する等その人に適し た対応を 行っていま

す。また、通勤経路の変更、テレワーク 等も 申請に応じ て許可しています。

① 地方にお住いの障がい者の方々に対する雇用の推進

　 通勤、出勤が困難な障がい者の方に対してテレワークで働く こと ができる障が

い者雇用を 推進しています。テレワーク 型で 勤務する 障がい者の方には専属の

社員がサポータ ーと して日々の声掛け、仕事の進捗管理、悩み相談を 随時受けつ

けるなど、障がい者の方が不安を 感じ ずに働ける配慮を 行っています。

② 社内SN S「 TU N AG（ ツナグ）」にて、様々な人権、障がいに関する

    情報の発信

・ 人権ジャ ーナル　 2021年9月～2022年10月　 テーマはジェ ンダーハラスメ ン

ト 、エイジハラスメ ント 、配慮やアンコンシャスバイアスについて

・ d ip _ D EI 通信　 2024年4月～（ 現在）　 テーマはバリ アフリ ーマーク、安全配慮

義務等

③ 職場における性の多様性の推進活動

　 2 0 2 4 年2月にパート ナーシッ プ 制度を 導入し 、「 同性パート ナー」およ び「 事

実婚のパート ナー」に配偶者（ 法律上の婚姻関係にある 者）と 同等の社内制度

や福利厚生を 適用。LGBTQ の方々への理解を 促し 、当事者が安心し て仕事に

取り 組める 社風を 育むために、全従業員に対し てオンラ イン 研修を 実施。こ の

研修では、LGBTQ に対する 基礎知識や、差別的な 言動に対処する 方法などを

伝えています。

　 障害のある 社員がテレワーク で働く こと のできる 労働

環境の整備や、社内報の発行、多様な研修実施による従

業員の理解促進に積極的に取り 組んでいます。CM の放

映やホームページの開設など取組も 多岐に渡っており 、

さ ら なる情報発信や啓発活動を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

障がいのある方、LGBTQ の方等様々な方に対する施策を 打ち立てています。特に障

がい者雇用は力を 入れており 、情報発信だけでなく 、テレワークチームを 作り 全国各

地の障がい者の方々を雇い入れ、障がい者施設で支援経験のある専門家3名が常時

サポート にあたっています。

DEI推進プロジェ ク ト でのアイ デア出し の様子

社内SN SであるTU N AGへの投稿内容

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.dip-net.co.jp


東京都千代田区永田町2-11-1　

山王パークタワー35階

h ttps://w w w .docom o-support.co .jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

ド コ モ・ サポート 株式会社

　 障がい当事者の困り ごと や工夫していること の理解、具体的なサポート 方法を 学んでも らう

こと を目的と して、社員向けに障がい理解研修を 実施し まし た。参加者から「 困り ごと や配慮事

項を 知ること ができ 、見かけたら 声掛けをし たい」等のコ メ ント が寄せら れまし た。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 社内SN Sコミ ュニティ「 ほっと ステーショ ン」にて、社員が自由に発言できる場の提供や、理解者

であること を表明できるマークを 活用し 、目にし た方が話し かけやすいきっ かけづく り をしていま

す。またワーキング主体で情報交換の場としてランチコミ ュニケーショ ン等も 実施しています。

適切な配慮を行う

　 聴覚障がいの社員に対し 手話通訳者の派遣を 行っ たり 、オンライン会議での文字起こし を 行

いながら 実施するなど状況に応じ て必要なサポート をしています。障がいの有無にかかわらず、

自律的な働き方ができるよう 必要な配慮を行いながら 、働きやすい職場づく り を行っています。

① 社内イント ラネット を活用し た多様性理解に向けた情報共有

　 社内イント ラネット の「 サポート・ ダイバーシティ 」サイト へ、経営幹部や管理者

から 寄稿さ れたダイバーシティ に関連するメ ッ セージを 社員に向けて毎月発信

を 行っ たり 、ダイバーシティ に関する 記事を 毎月掲載しています。また、「 障がい

理解」や「 LGBT」に関する理解促進に向けた動画の展開を 行い、ダイバーシティ

への意識醸成につなげています。

② ダイバーシティ 推進に向けたワーキング活動

　「 育児」「 介護」「 障がい」などをテーマに社内から 手上げ制で集まっ たメ ンバー

で活動をしています。ランチコミ ュ ニケーショ ンの実施、社員へのインタ ビュ ー記

事の発信、社内SN Sを 利用し たコミ ュニティ「 ほっと ステーショ ン」の発足・ 運営、

「 育児」「 介護」「 障がい」についての理解者であること が表明できるマーク の作成

を 行い、シールやデータ にて展開などを 行っています。

③ 「 手話通訳派遣サービス」の提供

　 ド コ モでは2 00 3 年から 、全国のド コ モショ ッ プ に来店する 聴覚に障がいのあ

るお客さ まに対し 、テレビ 電話システムによる手話通訳を 行ってきまし た。そのノ

ウハウや実績を 活かし 、企業や自治体における 聴覚に障がいのある 社員の情報

保障のために「 手話通訳派遣サービス」を 提供しています。

　 社内サイト で の情報発信、ワーキング活動、動画の展

開など 、ダイバーシティ への意識醸成に積極的に取り 組

んでいます。社内での取組やサービ ス提供を 通じ て得ら

れた知見を も と に地域貢献に向けた取組の発展を 期待

し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

ダイバーシティ への意識醸成に向け、社内イント ラ ネッ ト の「 サポート・ ダイバーシ

ティ 」サイト にてダイバーシティ に関する情報を発信し 社員の意識醸成に努めていま

す。また一般企業・ 自治体向けに手話通訳派遣サービスを 実施しており 、手話を必要

と する方への情報保障を行っています。

フ ァ ミ リ ーデーでの手話コ ーナー

社内キッ ク オフ 動画の手話通訳（ ワイ プ）

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.docomo-support.co.jp


東京都港区北青山2-5-8 

オラクル青山センタ ー

h ttps://w w w .oracle.com /jp

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

日本オラ ク ル株式会社

　 研修型以外にも 短時間で 楽し く 参加できるよう な 体験型やディ スカッ ショ ン 形式のワーク

ショ ップを実施して、参加者が障害を自分事化する機会を設けています。参加者同士で解決策を考

えることで障害の社会モデルを体感し 、バリアをなく すための行動に結びつく よう 工夫しています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 弊社所属のパラアスリ ート と の交流会や特別支援学級、特別支援学校向けのプログラミ ング

出張授業などのボランティ ア活動を 通して、普段障がいのある方と 触れ合う 事のない社員がコ

ミ ュ ニケーショ ン出来る機会を 作っています。

適切な配慮を行う

　 アンケート を 通して会社全体の状況を 定期的に確認し 、社内相談窓口・ 社員同士が相談でき

る 場など複数のルート での相談方法を 提供すること で、困難な状況にある 人達を 様々な 視点

でサポート する場づく り を 行っています。

① 実際に体験し 理解を深めるオリ ジナルのワークショ ッ プを運営

　 OD AN 独自ルールと して考案し た視覚、聴覚、肢体などさ まざまな制限を 疑似

体験し ながら 行う ボッ チャ や、擬似的な障害体験や災害から の避難体験を 通し

て、当事者の気持ちを 知り 課題を 見つけるみんなのERT（ 災害時対応チーム）活

動など、少数のエキスパート より 多数の理解者を 増やす事を目的に、ハード ルが

低く 気軽に参加し やすいオリ ジナルのワークショ ッ プ 運営に取り 組んでいます。

② 困難な状況にある人達を様々な視点でサポート する場づく り

　 障害当事者やその家族向けの社内相談窓口を 設置するだけでなく 、第一相談

窓口をビジネスライン毎にも 設けより 近い環境で相談をできるよう にしています。

また、「 D AN ら ん」と いう 本人や家族の疾病について仲間に相談できる場や、介

護をしている人、障害のあるお子さ んを 育てている方が相談し 合えるケアギバー

向けのSl ackチャンネルを 提供しています。

③ 経営層も 含めた活動推進体制の確立

　 V 5 00が提唱しているも のをベースと し たK PI を 経営層と 合意し 、定期的な社

内アンケート 結果と 共に状況をウォッ チする事で活動状況の確認・ 見直し に活用

しています。また、組織内で O D A N の取組を 推進するため、ビ ジネスラ イン 毎に

O D A N  Ch am pと いう 当事者経験のあるリ ーダを 選出しても ら い、社内での合

理的配慮の推進、OD AN 活動の組織内への広報・ 参加促進を 行っています。

　 社員グループ による 、働きやすい環境づく り や、土台づ

く り を するこ と を 目指し た積極的なワーク ショ ッ プ 等の

運営に取り 組んでいます。特別支援学校向けのプ ログラ

ミ ングの出張授業などの様々な 取組も 行っており 、地域

貢献活動のさ ら なる取組を 期待し ます。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

日本オラクルではOD AN（ O racl e D i verse Ab i l i ty  N etw o rk ) と いう 社員グループ

を中心に多様な可能性を持つ社員が制約に直面しても 働き続けら れるインクルーシ

ブな職場環境作り を 推進しています。少数の専門家より も 多数の理解者がいること

が重要だと 考え、理解者を増やす取組を行っています。

ボッ チャ

ワーク ショ ッ プで

不自由体験を
行っ ている様子

みんなのERT活動で

視覚障害体験し ながら
避難を行っている様子

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.oracle.com/jp


兵庫県神戸市中央区新港町7番1号

h ttps://w w w .fel issim o .co .jp/com pany/

企業情報

福祉のまち づく り

推進協議会委員の

講評

株式会社フ ェ リ シモ

　 2019年より 発達が気になる子ども の保護者と 支援者向けポータ ルサイト「 LI TA L I CO 発達

ナビ 」と コ ラ ボし 、発達障がいのある方の暮らし をサポート する商品開発を 開始。アンケート や

座談会、モニタ ー等を 通じ てお困り ごと を 伺ってニーズを 理解し 、開発に活かしています。

コ ミ ュ ニケーショ ンを

と る

　 障がい者アート 展では、アート 作家に参加いただきインスタ ライブやワークショ ッ プも 実施。

一般のお客さ まと のコミ ュ ニケーショ ンの機会を 創出し まし た。作家の制作現場へ社員が取材

に赴き、動画を 通して制作風景や人物像を 広く 伝える活動も 行っています。

適切な配慮を行う

　 福祉事業所の手仕事を 生かし た商品開発の際には、事業所や利用者の特性・ 生産背景に合

わせ、生産スケジュ ールを 考慮。当社から 細かな品質指導を 行い、商品完成まで寄り 添っ た工

程で進行しています。こ れら により 、事業所や利用者のスキルアッ プにも 寄与しています。

① 福祉事業所、メ ーカー、お客さ まを巻き込んだ商品開発と 販売

　 C.C.Pは福祉事業所、クリ エイタ ー、メ ーカ ー、N PO 等と 協同して商品開発を

行っています。こ れまでに1 20 以上の福祉事業所と 、障がい者の手仕事やアート

を 生かし た雑貨など300以上の商品の開発・ 販売を 行ってきまし た。また、販売商

品に基金が付帯し 、障がい者支援や社会啓発活動を 行う 団体などに拠出。お客さ

まが商品を 購入すること で障がい者支援に参加できる仕組みになっています。

② 自治体からの受託によるオリジナルの障がい者手帳カバーの企画・ 生産

　 自治体が発行する「 障害者手帳」の周囲への理解促進、当事者が前向きに携帯

できること を目的に、江戸川区（ 2024年）・ 神戸市( 2021年・ 2022年）から 、障が

い者手帳カ バーの企画・ 生産を 受託。自治体より 当事者に配布さ れまし た。デザ

インは、「 こころのボーダーをなく そう！」をコ ンセプト にし た「 CCP×ディ ッ ク・ ブ

ルーナ  バリ アフリ ープロジェ クト 」のキャラクタ ーを 採用し まし た。

③ お客さ まのクラウド ファンディ ングによる障がい者アート 展の開催

　 C.C .Pで 2 0 1 6 年から 始めた障がい者アート のプ ロジェ クト「 U N I CO L A RT

（ ユニカラ ート ）」により 、障がい者アート の啓発を目的と して、自社ギャラリ ーで

障がい者アート 展を 開催（ 2 02 3 年1 1月6日～1 2月6日）。お買い物で貯まるポイ

ント を 使用し たクラウド ファ ンディ ングでお客さ まに参加いただき 、開催が実現。

アート 作家によるワークショ ッ プも 実施し まし た。

　 障害者が関わるアート 展や商品開発等を 通じ 、障害に

対する 理解促進や障害者への支援に取り 組んでいます。

社内での取組やサービス提供を 通じ て得ら れた知見をも

と に地域貢献に向けた取組のさ ら なる 発展を 期待し ま

す。

取組の概要

「 心のバリ アフ リ ー」実践のための３ つのステッ プ

「 と も にし あわせになるし あわせ」を コ ア・ バリ ュ ーと する 株式会社フ ェ リ シモ の

C.C.P（ チャレンジド・ クリ エイティ ブ・ プロジェ クト ）は、2003年に発足し 、だれも が

ボーダーレスにつながる社会の実現を目指して、障がいのある人たちの個性や能力

を活かす商品開発をしています。

自社ギャ ラ リ ーでの障がい者アート「 U N ICOLART展」

江戸川区で配布さ れたブルーナ・ バリ アフ リ ー障がい者

手帳カ バー

障害の

社会モデルの視点で

バリアを理解する

https://www.felissimo.co.jp/company/

